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 上記の作品は、「第13回富士さんへ謹賀新年」（富士山

あて年賀状）応募作品911点の中から選ばれた、上位３

作品です。たくさんのご応募、ありがとうございました。 

 
【最優秀賞講評】 

○作者は毎日富士を見ながら生活している。そのことを大切に 

 している様子が文章から感じられ、心が暖かくなります。構 

 図も大胆で、色彩は単純明快。冬富士の下半分のブルーの地 

 に、スクラッチにより富士山への思いを綴った文章が、とて 

 も美しいハーモニーを感じさせます。 

○クレヨンでゴッチリと塗り込まれた画面に白く抜かれた緻密 

 な文字、そしておおらかな太陽と、太陽光を映した空と山肌 

 の色とのコントラストが美しいです。 

○湖の畔の自宅から毎日見上げる富士山。構図いっぱいの大き 

 な富士山と、小さな家の対比をベースに、日々の暮らしの中 

 で親しみ深く富士山の存在を感じる様子が伝わってきます。 

 

2月23日は富士山の日 

審査員特別賞 

松本 祐果さん （愛知県) 

審査員特別賞 

服部 希海さん （愛知県) 
最優秀賞 

森 響さん （山梨県) 
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富士山憲章ニュース 

 富士山ボランティアセンターでは、富士山の環境保全に向けた関心や意識を高め、美しい富士山を将来

にわたって守り引き継いでいくことを決意した｢富士山憲章｣の理念を広めるため、毎年富士山にあてた年賀

状を募集しています。13回目となる今回は、42都道府県から、911点の力作をお寄せいただきました。 

 厳正な審査の結果、ご応募いただいた作品から最優秀賞１点、審査員特別賞2点、優秀賞15点を含めた

入選200点を決定いたしました。ここでは、優秀賞15点を紹介させていただきます。たくさんのご応募、誠にあ

りがとうございました。 

末木 優衣 （山梨県) 渡辺 夢翔 （山梨県) 井上 雄貴 （山梨県) 

ふるや そうすけ （山梨県) 末木 琉偉 （山梨県) 髙部 優斗 （山梨県) 

田中 伶 （山梨県) 萩原 菜月 （山梨県) 森 悠仁 （大阪府) 



 

 

 今回審査を担当した、審査員長の櫻井孝美氏（安井賞受賞画家）、審査員の中島博美氏（山梨県立美術館主査・教育主事）、五十

嵐哲也氏（山梨県富士工業技術センター主任研究員）より、講評の言葉をいただいています。  

 

【応募作品総評】 

 ○全体的に甲乙つけがたく、入賞に匹敵する作品が多数ありました。 

 ○様々な創作の方法を工夫し、多様な表現が見られ、審査には苦労しました。どの作品からも富士山への愛、家族への愛が感じら 

   れました。 

 ○無数のバリエーションがあり、たくさんの人の日々の生活の風景が、富士山への年賀状に映し出されているように感じました。富士 

   山がもらったら喜ぶだろうな、と心から思える作品が今回もたくさん集まったと思います。 

 

【審査員特別賞（松本 祐果さん）講評】 

 ○色彩を抑えたハーフトーンにより、見ていてホッとする、心休まる絵に感じました。 

 ○富士山と他の山々の色あいや、空のグラデーションがとても美しいです。原色の作品が多い中で、渋いトーンが際だっていました。 

 ○夕焼けの中に暗く沈んで見える富士山が、風景の魅力を高めてくれているという観点が独創的だと思います。 

 

【審査員特別賞（服部 希海さん）講評】 

 ○ブルーの空に、遥か遠く、しかも大きく富士が浮かび上がっていて、絵画性の高い作品になっています。 

 ○日本画にも通じるような、視点（消失点）の移動が感じられます。手前の桜により画面に奥行きが感じられ、美しい富士山です。 

 ○はるか上空から見下ろしているような、あるいは下から仰ぎ見ているような、異次元を覗き込んでいるかの如き不思議な印象を与え 

  てくれる作品です。 

 

 

なお、入賞作品については、富士山ボランティアセンターのホームページでも閲覧いただけます。 

 http://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/index.html のURLを参照してください。 

また、入選作品200点を富士北麓地域を中心に巡回展示を行っております。展示日程に関しては、10ページをご覧ください。 

渡辺 和徳 （広島県) 内山 晴美 （長野県) 市村 七海 （山梨県) 

村上 千恵 （東京都) 瀬尾 千富 （広島県) 中村 順平 （東京都) 
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そ
こ
で
今
回
は
、
比
較
的
見
つ
け
易
い
巣
に
焦
点
を
あ
て
、
ど
の
様
な
場
所
に
あ
る
の

か
、
ど
の
様
な
形
な
の
か
、
持
ち
主
を
同
定
す
る
際
の
確
認
点
、
観
察
す
る
際
の
注
意
点
な

ど
を
簡
単
に
で
す
が
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。(

全
５
種
類) 

 

今
回
が
２
回
目
と
な
る
、
不
定
期
連
載
の
野
生
動
物
に
会
い
た
い

!! 

前
回

（N
o
.1
1
6

）
は
足
跡
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
た
が
、
今
回
お
話
し
す
る
テ
ー
マ
は
「
生

き
物
の
棲
み
か
」
で
す
。
野
生
動
物
に
も
人
と
同
じ
よ
う
に
家
（
棲
み
か
）
を
持
つ
も
の
が

多
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
の
住
む
家
と
野
生
動
物
の
棲
み
か
に
は
異
な
る
点
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
う
い
っ
た
違
い
と
、
野
生
動
物
は
ど
の
様
な
棲
み
か
を

使
っ
て
（
作
っ
て
）
い
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
紹
介
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

基
本
的
に
人
の
考
え
る
家
と
は
、
帰
る
べ
き
場
所
で
あ
り
、
他
人
が
簡
単
に
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
野
生
動
物
の
棲
む
家
も
根
本
的
に
は
変

わ
ら
な
い
の
で
す
が
、
大
き
く
違
う
の
が
、
そ
の
家
が
ひ
と
つ
に
限
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
、
ま
た
必
ず
し
も
そ
の
棲
み
か
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
常
に
危
険
に
晒

さ
れ
て
い
る
野
生
動
物
は
、
ひ
と
つ
の
場
所
に
居
続
け
る
こ
と
を
好
み
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

自
分
を
狙
う
天
敵
に
居
場
所
が
バ
レ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
家
に
帰
っ
て
く
る
こ

と
は
二
度
と
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
あ
る
時
期
に
だ
け
使
用
し
て
、
そ
れ
以
降
使
う
こ
と

の
な
い
季
節
限
定
の
家
（
使
い
捨
て
別
荘
み
た
い
な
？
）
や
、
子
育
て
を
す
る
た
め
だ
け
の

家
な
ど
と
て
も
様
々
で
す
。
も
ち
ろ
ん
人
の
中
に
も
野
生
動
物
の
様
な
家
の
使
い
方
を
す
る

人
が
い
な
い
と
は
言
い
ま
せ
ん
が(

笑)

。 

 

・巣の持ち主： 

 コゲラ→ニホンリス 

 (コゲラの古巣を利用) 

・巣材：枯れ木 

・巣の特徴：木に穴を開ける 

・穴の大きさ：約4cm～6cm 

・木に開けられ

た穴を巣にして

いる野生動物を

同定する時は、

穴の形やサイズ

を確認しましょ

う。 

・穴の入口がキレイに拡げ

られていることや、コゲラ

が使う穴よりひと回り大き

くなっていることから、現

在はニホンリスが使用して

いるものと思われます。 

・ヒガラやコガラ、モモ

ンガといった可能性も考

えられるので、似た穴を

見つけた場合は周囲の様

子や木の根元を確認して

みましょう。 

 ・横から見た巣：

いろいろな角度か

ら写真を撮ってお

くとあとで持ち主

を調べやすいです 

・巣の持ち主：ヒヨドリ又はホオジロ 

・巣材：枯草、ツル、木の根等 

・巣の特徴：浅いお椀の型 

      木の股などに巣を作成 

・高さ：地上から約1m～1m50cm 

・巣の大きさ：15cm×15cm 

・巣に使う材料は同じ仲間で

も様々です。彩りを気にする

ものもいるので、色々な巣を

自分の目で見て経験値を増や

すと巣の同定もしやすくなっ

てきます。 

・巣が少し古かったのと、２種類

とも近くで生息が確認できたた

め、種類を断定できなかった。 

○注：今回紹介する巣は筆者の見立てによる一例です。 

個体によって形や巣材も異なることがありますのでご了承願います。 
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【
観
察
す
る
際
の
注
意
点
】 

○
野
生
動
物
の
巣
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
子
育
て
に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
む

や
み
に
近
づ
き
す
ぎ
る
と
子
育
て
を
放
棄
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
巣
を
見
つ
け

た
か
ら
と
い
っ
て
近
づ
き
す
ぎ
ず
、
ま
ず
は
遠
目
で
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
生
き
物
が

い
な
い
放
棄
さ
れ
た
巣
に
は
、
寄
生
虫
や
ダ
ニ
が
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
手
に
取
る
際
は
十

分
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

○
冬
場
は
、
子
育
て
を
終
え
、
放
棄
さ
れ
た
巣
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
木
々
の
葉
が
落

ち
る
こ
と
か
ら
観
察
が
し
易
い
の
で
お
勧
め
で
す
。
ま
た
大
雨
や
台
風
が
過
ぎ
去
っ
た
後

は
、
山
道
に
巣
が
転
が
っ
て
い
る
事
が
あ
る
の
で
探
索
に
で
て
み
る
の
も
お
勧
め
で
す
。 

○
巣
の
持
ち
主
を
巣
だ
け
で
同
定
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
で
す
。
周
囲
の
様
子
を
し
っ

か
り
と
確
認
し
、
野
生
動
物
の
痕
跡
が
な
い
か
確
認
し
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。 

・
参
考
文
献 

『
哺
乳
類
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
観
察
ガ
イ
ド
』
『
日
本
の
鳥
の
巣
図
鑑
』 

・巣の持ち主：カヤネズミ 

・巣材：カヤ等 

・巣の特徴：横向き、ボール型の巣 

 カヤとカヤの間、低い木の股などに巣を作成 

・高さ：地上から約30cm～50cm 

・巣の持ち主：ミソサザイ 

・巣材：コケ等 

・巣の特徴：岩場の棚や 

 木の根元に袋状の巣を作成  

 入り口はとても狭い 

・巣の持ち主：ニホンリス 

・巣材：アカマツの樹皮等 

・巣の特徴：フットボール型の巣 

      木の股などに巣を作成 

・巣の多きさ：約40cm×40cm 

・綺麗なボール型の巣。ウグイ

スのものと似ているが、巣の中

の様子や、巣材の使い方からカ

ヤネズミのものと思われます。 

・営巣中に近づくと、育児を放棄

してしまうことが多いです。使っ

ている可能性があるときは近づか

ないようにしましょう。 

・カヤ場、水場が近くにあ

る場所でよくみられ、見つ

けやすい種類の巣です。 

・ミソサザイはとても気の

強い鳥です。営巣期に巣に

近づくと、一定の距離を保

ちながら、警戒を意味する

さえずりを延々と続けま

す。さえずりが長いなと感

じたら周りを見渡してみる

のもいいでしょう。 

 

・樹上にできる皿型のニホ

ンリスの巣。ニホンリスの

個体数が多い森では、多様

な巣の形が見られるかも。 

・本来は杉の樹皮を使うことが多い

が、今回観察を行った森ではアカマ

ツが多いので、アカマツの樹皮を主

に使った巣を作ったと思われます。 

・野生動物のなかには、一度気に

入ると同じ場所に何度も巣を作る

ものもいます。また同じ場所に巣

を作ってもらえるように、なるべ

くストレスを与えずに観察をする

ことを心がけましょう。 
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士
山
と
同
様
に
国
立
公
園

で
あ
り
、
世
界
遺
産
で
も

あ
る
小
笠
原
諸
島
。
東
京
か
ら
南

南
東
へ
約
１
０
０
０
㎞
の
太
平
洋
の

真
ん
中
に
海
底
火
山
か
ら
で
き
た

約
30
の
島
々
か
ら
形
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
特
異
稀
な
生
態
系
は
「
東

洋
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」と
称
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

今

回

の

E
n
joy

!! 
N

ation
al 

P
ark

s

（
国
立
公
園
を
楽
し
も
う

!!
）
第
二
弾
は
、
富
士
山
と
比
較
し

な
が
ら
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
小
笠

原
諸
島
の
自
然
や
生
態
系
と
、
そ
の

保
護
活
動
を
紹
介
し
ま
す 

。  

  

東
京
か
ら
約
１
０
０
㎞
離
れ
た
富

士
山
。
富
士
山
を
囲
む
山
梨
県
と

静
岡
県
の
５
市
４
町
２
村
で
は
平
成

20
年
11
月
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
ご
当

地
ナ
ン
バ
ー
」
と
し
て
「
富
士
山
」
が

交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
富
士
山

ナ
ン
バ
ー
の
車
を
周
辺
で
は
た
く
さ

ん
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

東
京
か
ら
約
１
０
０
０
㎞
離
れ
た

小
笠
原
諸
島
で
走
っ
て
い
る
自
動
車

は
、
み
ん
な
「
品
川
」
ナ
ン
バ
ー
で

す
。
不
思
議
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、

実
は
小
笠
原
諸
島
は
東
京
都
（
小

富 
 

～Ogasawara  Islands～ 

Enjoy!! National Parks 

笠
原
村
）な
の
で
す
！ 

飛
行
場

を
持
た
な
い
小
笠
原
諸
島
へ
行
く

に
は
、
東
京
の
竹
芝
桟
橋
か
ら
定

期
船
「お
が
さ
わ
ら
丸
」に
乗
る

こ
と
25
時
間
半
、
じ
つ
に
丸
一
日

以
上
の
船
旅
と
な
り
ま
す
。
小
笠

原
諸
島
は
日
本
の
他
の
地
域
か

ら
訪
れ
る
に
は
最
も
時
間
の
か
か

る
日
本
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
も
「お
が
さ
わ
ら
丸
」

は
通
常
６
日
に
１
便
し
か
運
航
し

て
い
な
い
の
で
、
最
低
で
も
５
泊
６

日
の
旅
と
な
り
ま
す
。  

  
小
笠
原
諸
島
は
、
戦
後
１
９
６

８
年
に
日
本
に
返
還
さ
れ
、
４
年

後
の
１
９
７
２
年
に
「小
笠
原
国

立
公
園
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
、
２
０
１
１
年
６
月
に
、
そ

の
大
自
然
と
地
域
固
有
の
動
植

物
の
多
種
多
様
さ
か
ら
、
ユ
ネ
ス

コ
の
厳
し
い
審
査
を
通
り
、
白
神

山
地
、
屋
久
島
、
知
床
に
次
い
で

国
内
４
番
目
の
世
界
自
然
遺
産

と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
素
晴

ら
し
い
自
然
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
世
界
に
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。

小
笠
原
諸
島(O

g
asaw

ara
 
Is-

lan
d
s)

の
う
ち
、
父
島
、
母
島
等

△2月～5月に繁殖(交尾･出産)のため小笠原で見ることができるザトウクジラ。写真はブリーチングという行動。 

 （この日は数年に一度というほどクジラが船に近づいてくれたので、大迫力のホエールウォッチングとなった。） 
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を
含
む
小
笠
原
群
島
は
、
英
語
でB

on
in

 
Is-

lan
d
s(

ボ
ニ
ン
ア
イ
ラ
ン
ズ)

と
呼
ば
れ
、
そ
の
海

の
青
さ
は
敬
意
を
表
し
て
「ボ
ニ
ン
ブ
ル
ー
」と
称

さ
れ
ま
す
。
こ
の
ボ
ニ
ン
ア
イ
ラ
ン
ズ
と
い
う
呼

び
名
は
、
江
戸
時
代
の
呼
び
名
、
無
人
島
（
む
に

ん
と
う
、
む
に
ん
し
ま
）に
由
来
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
で
住
民
が
居
住
し
て
い
る
の
は
父

島
と
母
島
の
み
で
、
そ
の
多
く
が
無
人
島
で
す
。 

 

小
笠
原
諸
島
を
形
成
す
る
島
々
の
ひ

と
つ
、
聟
島

む
こ
じ
ま

列
島
は
現
在
無
人
島
で
す

が
、
以
前
は
家
畜
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た

外
来
種
の
ノ
ヤ
ギ
が
大
繁
殖
し
、
森
林
を

食
べ
つ
く
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
の
２
０
０
３
年
、
懸
命
の
捕
獲

作
業
に
よ
り
完
全
に
駆
除
さ
れ
、
現
在

ゆ
っ
く
り
と
環
境
は
回
復
へ
向
か
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
聟
島
は
１
９
３
０
年
代
頃
ま
で
、

国
内
最
大
級
の
海
鳥
「ア
ホ
ウ
ド
リ
」の
営

巣
地(

多
く
の
巣
が
形
成
さ
れ
る
場
所
）が

あ
り
ま
し
た
が
、
逃
げ
る
と
い
う
習
性
が

な
く
安
易
に
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
た
う

え
、
羽
毛
の
輸
出
が
莫
大
な
資
金
源
に
な

る
こ
と
か
ら
乱
獲
さ
れ
、
完
全
に
消
滅
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
世
界
中
に
営
巣
地
が

２
箇
所
し
か
な
い
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
全
滅
の

リ
ス
ク
に
備
え
、
２
０
０
８
年
に
鳥
島
か
ら

雛
を
聟
島
へ
輸
送
し
、
巣
立
ち
さ
せ
た
と

こ
ろ
、
５
年
の
長
旅
の
末
、
２
羽
の
帰
島
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
将
来
、
多
く
の
ア
ホ

ウ
ド
リ
が
飛
び
交
う
営
巣
地
の
復
活
に

聟
島
の
未
来
を
思
い
ま
す
。 

小
笠
原
諸
島
に
あ
る
島
々
は
、
全
て
が
海

底
火
山
の
噴
火
に
よ
り
誕
生
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
に
西
之
島
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
で
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
の
西
之
島
は
今
も
拡

大
を
続
け
て
お
り
、
火
山
を
研
究
す
る
人
だ

け
で
な
く
多
く
の
人
の
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
海
上
に
見
え
る
部
分
を
西
之
島
と
言
い

ま
す
が
、
海
底
か
ら
の
高
さ(

海
底
比
高)

は
、

約
４
０
０
０
ｍ
に
位
置
し
て
お
り
、
全
体
を
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
実
は
富
士
山(

標

高
３
７
７
６
ｍ)

よ
り
も
高
い
火
山(

海
底
火
山)

な
の
だ
そ
う
で
す
。
ビ
ッ
ク
リ
で
す
！  

 

海
洋
性
の
亜
熱
帯
気
候
に
属
し
、
大
陸
か

ら
隔
絶
さ
れ
て
い
た
た
め
、
固
有
種
が
多

く
、
学
術
的
に
も
大
変
貴
重
な
生
態
系
を
し

て
い
ま
す
。
自
生
す
る
植
物
は
４
０
０
種
を

超
え
、
そ
の
う
ち
の
約
４０
％
が
小
笠
原
諸

島
の
固
有
種
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ

で
あ
る
タ
コ
ノ
キ
は
町
で
も
山
で
も
見
る
事

が
で
き
、
あ
ま
り
に
も
多
く
目
に
す
る
の
で
、

固
有
種
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

い
そ
う
で
し
た
。
他
に
も
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ

コ
ウ
モ
リ
や
メ
グ
ロ
と
い
っ
た
希
少
な
哺
乳
類

や
鳥
類
が
生
息
し
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

小
笠
原
の
自
然 

小
笠
原
の
失
敗 

諸
島
を
囲
む
海
の
中
も
生
態
系
が
豊
か
で
、

サ
ン
ゴ
礁
や
熱
帯
魚
等
の
多
彩
な
海
中
景
観

が
見
事
で
す
。
な
か
で
も
父
島
の
南
東
に
広

が
る
枝
サ
ン
ゴ
の
大
群
集
は
、
世
界
的
に
も

珍
し
い
そ
う
で
す
。
他
に
も
、
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
も
有
名
で
、

運
が
良
け
れ
ば
、
野
生
の
イ
ル
カ
と
の
ダ
イ

ビ
ン
グ
が
楽
し
め
た
り
、
夏
季
に
は
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
の
産
卵
を
観
察
し
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
私
達
の
い
る
富
士
山
に
も
希
少

な
動
植
物
は
い
ま
す
が
、
海
が
な
く
固
有
種

も
い
な
い
の
で
、
な
ん
だ
か
新
鮮
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。 

△ボニンブルーが眩しい前浜ビーチ。ビジターセンターの目の前に広がる。 

△好奇心旺盛なミナミハンドウイルカ 
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富
士
山
に
は
私
た
ち
富
士
山
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
環
境
省
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
い
ま

す
。
地
方
自
治
体
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
と
て
も

珍
し
い
の
で
す
が
、
小
笠
原
諸
島
に
も
同
じ

よ
う
に
、
環
境
省
と
地
方
自
治
体
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
「(

東
京)

都
レ
ン
ジ
ャ
ー
」が
い
ま
す
。

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
は
、
年
間
を
通

し
て
の
環
境
教
育
、
不
法
投
棄
の
防
止
や

樹
海
エ
リ
ア
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
夏
山
登
山
者
へ

の
啓
発
活
動
と
、
人
と
の
関
わ
り
が
強
い
の

が
特
徴
で
す
。
一
方
、
小
笠
原
諸
島
の
都
レ

ン
ジ
ャ
ー
は
、
外
来
種
の
駆
除
や
植
生
保

護
、
調
査
、
啓
発
活
動
等
、
自
然
と
の
関
わ

り
が
強
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
タ
イ
プ
は
違
い
ま
し
た
が
、
富

士
山
も
小
笠
原
諸
島
も
自
然
を
守
る
た
め
に
た

く
さ
ん
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
様
々
な
点

で
似
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
例
え
ば
ガ
イ
ド

同
行
を
必
要
と
す
る
場
所
や
事
前
に
許
可
を
得

な
け
れ
ば
入
れ
な
い
場
所
を
設
け
て
い
る
こ
と

(

富
士
山
で
は
限
ら
れ
た
一
部
に
な
り
ま
す
が)

や
、
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ド(

自
然
保
護
の
た
め
の

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル)

を
独
自
に
設
置
し
て
い
る
こ
と
、

道
路
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
景
観
保
護
の
た

め
に
茶
色
に
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
富
士
山
と
同

じ
で
す
。
一
方
、
島
全
体
で
外
来
種
の
駆
除
対
策

を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
富
士
山
で
も
見
習
っ
て
い

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
他
に
富
士
山
と
違
う
と

感
じ
た
こ
と
は
、
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区
に

関
し
て
で
す
。
山
梨
県
で
は
富
士
山
の
五
合
目
以

上
や
青
木
ヶ
原
樹
海
が
、
小
笠

原
諸
島
で
は
南
島
等
が
国
立
公

園
の
特
別
保
護
地
区
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
富
士
山
と
違
う

と
こ
ろ
は
、
島
へ
の
入
口
や
歩
け

る
範
囲
が
厳
し
く
決
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
一
日
の
入
島
人
数
を

１
０
０
人
ま
で
に
抑
制
す
る
こ
と

等
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
る
こ
と

で
す
。
簡
単
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
小
笠
原
諸
島
だ
か
ら
こ
そ
、

設
置
で
き
た
ル
ー
ル
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
特
別
保
護
地
区
の

大
事
な
ル
ー
ル
と
し
て
、
「石
ひ
と
つ
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
な
い
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

富
士
山
も
小
笠
原
諸
島
も
同
じ
な
の
で
す

が
、
「小
笠
原
諸
島
で
は
あ
ま
り
島
外
へ
の
持

ち
出
し
の
例
が
な
い
」と
現
地
の
ガ
イ
ド
さ
ん

か
ら
聞
き
ま
し
た
。
理
由
は
「き
っ
と
環
境
保

全
の
意
識
が
高
い
人
が
多
く
来
る
か
ら
で
は

な
い
か
」と
の
こ
と
で
す
が
、
い
え
い
え
、
富
士

山
に
も
意
識
の
高
い
人
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
勿
論
そ
う
な
の
で
す
が
、
ル
ー
ル
を
知
ら

ず
に
溶
岩
を
持
ち
出
し
て
し
ま
い
、
後
で
送

り
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
残
念
な
が
ら
あ

り
ま
す
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
ル
ー
ル
を
周
知

す
る
努
力
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

小
笠
原
諸
島
で
は
、
捕
鯨
文
化
の
根
強
か
っ

た
20
年
以
上
前
か
ら
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
と
と
も
に
、
ク
ジ
ラ
の
保
護
に
い
ち
早
く

取
り
組
ん
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
驚
い
た
こ
と

に
、
現
地
で
は
ゴ
ミ
が
全
く
見
当
た
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
時
々
外
洋
か
ら
漂
流
物
が
流
れ

着
く
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
島
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
力
で
、
常
に
美
し
い
景
観
が

保
た
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
島
に
住
む
人
々

の
自
然
に
対
す
る
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
富
士
山
で
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
ゴ
ミ
拾
い
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
無
く
な
ら
い
の
が
現

状
で
す
。
い
つ
か
小
笠
原
諸
島
の
よ
う
に
富

士
山
も
ゴ
ミ
が
な
く
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。 

▽父島最高峰・中央山(319m)山頂の写真 

△外来種子の進入を防ぐ取組み △アオウミガメの保護、飼育 △小笠原一美しいといわれる南島の扇池 
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小
笠
原
諸
島
に
も
、
富
士
山
同
様
に
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
父
島
の
前
浜
ビ
ー

チ
の
目
の
前
に
位
置
し
、
セ
ン
タ
ー
内
で
は
小
笠

原
の
貴
重
な
動
植
物
の
情
報
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
に
関
し
て
も

様
々
な
展
示
が
あ
り
、
外
来
種
の
説
明
や
影

響
、
対
策
、
成
果
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
他
に
も
小
笠
原
諸
島
の
歴
史
を
展
示
し
て

あ
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー

ス
も
設
け
て
あ
り
、
様
々
な
期
間
限
定
の
展
示

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
が
訪
れ
た
時
は
、

東
京
の
大
学
が
行
っ
た
中
国
の
密
航
船
に
よ
る

珊
瑚
の
被
害
や
遺
留
物
の
展
示
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
い
つ
か
富
士
山
と
絡
め
た
展
示
を

行
え
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 
【管理・問い合わせ】 

■小笠原環境事務所 ℡04998-2-7174 

■小笠原ビジターセンター ℡04998-2-3001 

【観光案内】 

■小笠原観光協会（B-シップ） 

 ℡04998-2-2587 

【Information】 

■父島・母島へのアクセス 

父島/竹芝桟橋から定期船「おがさわら丸」で25時間半 

母島/父島二見港から「ははじま丸」で2時間 

※2016年7月新型おがさわら丸へ移行予定。 

 片道24時間に短縮される。 

 

約1000km 

△ビジターセンターの外来種に関する展示 

△茶色く塗られた標識 △問題の外来種ｸﾞﾘｰﾝｱﾉｰﾙ △父島東部に多く生息する外来種のノヤギの親子 

△父島屈指の展望スポット、旭平展望台から朝日を望む。 
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登
山
道
巡
回
や
安
全
登
山
啓
発
に
追
わ

れ
て
い
た
、
忙
し
い
夏
期
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
は

終
わ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
暖
か
い
日
が
続

い
た
為
、
富
士
山
の
五
合
目
に
は
閉
山
後
も

多
く
の
観
光
客
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
例
年

で
は
閉
山
後
、
樹
海
の
巡
回
や
不
法
投
棄
の

監
視
で
山
麓
を
走
り
回
っ
て
い
る
富
士
山
レ

ン
ジ
ャ
ー
で
す
が
、
近
年
、
外
国
人
観
光
客

の
増
加
に
伴
い
、
富
士
山
の
溶
岩
の
持
ち
出

し
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
五

合
目
で
溶
岩
持
ち
出
し
に
関
す
る
指
導
を

重
点
的
に
行
い
ま
し
た
。
富
士
山
の
利
用
マ

ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
よ
り
多
く
の
人
に
周
知

し
、
皆
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
富
士
山
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 

２
０
１
５
年
冬
期 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
報
告 

●
不
法
投
棄
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 

こ
の
日
は
観
光
客
等
に
対
し
て
、
啓
発
物
品

（ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）等
を
配
布
し
、
不
法
投

棄
の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
山
梨
県
警

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
市
町
村
等
と
共
に
、
道
の
駅

富
士
吉
田
と
道
の
駅
な
る
さ
わ
に
て
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
普

段
の
巡
回
中
に
発
見
し
た
投
棄
物
の
写
真
パ
ネ

ル
を
用
意
し
、
富
士
北
麓
地
域
の
ゴ
ミ
の
実
態

を
紹
介
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
が
富
士
山

の
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。 

【外国人から溶岩を返却してもらっている様子】 

2015.11.28 

●
富
士
山
の
日
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 

２
月
２３
日
は
「
富
士
山
の
日
」
と
い
う
こ
と
は
ご

存
知
で
し
た
か
？ 

記
念
す
べ
き
こ
の
日
、
甲
府

駅
、
富
士
山
駅
、
河
口
湖
駅
に
て
、
富
士
山
の
恵

み
に
感
謝
し
、
そ
の
保
全
を
訴
え
る
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー

も
各
駅
に
分
か
れ
て
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
手
ぬ
ぐ

い
等
を
配
布
し
ま
し
た
。
「お
も
て
な
し 

や
ま
な

し
！
」
と
書
か
れ
た
バ
ッ
ヂ
を
手
に
し
た
方
は
い
ま

す
か
？ 
山
梨
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
去
年
か
ら
「
富
士

の
国
や
ま
な
し
」の
観
光
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
、
キ

テ
ィ
ち
ゃ
ん
が
就
任
し
て
い
る
ん
で
す
よ
！ 

 

山
梨
が
世
界
に
誇
る
富
士
山
。
こ
の
美
し
い
姿

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

2016.2.23 

【 甲府駅でのキャンペーンの様子】 【 富士山駅でのキャンペーンの様子】 

●
Ｙ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
取
材 

2015.12.4  

Ｙ
Ｂ
Ｓ
の
ラ
ジ
オ
で
、
私
た
ち
の
「富
士
山
レ

ン
ジ
ャ
ー
写
真
展
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
写
真
展
で
は
、
富
士
山

の
美
し
い
景
色
以
外
に
も
、
山
麓
の
ゴ
ミ
問
題

や
、
利
用
マ
ナ
ー
を
啓
発
す
る
よ
う
な
写
真

も
展
示
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
紹

介
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
甲
府
市
立
図
書
館

で
開
催
し
て
い
た
時
の
も
の
で
す
が
、
来
年
度

も
県
内
の
色
々
な
場
所
で
移
動
展
示
を
行
う

予
定
で
す
。
そ
の
時
は
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 



 

 

第13回 富士さんへ謹賀新年 

入賞者発表 

 富士山ボランティアセンターでは、富士山の環境保全に向けた関心や意識を高め、美しい富士山を将来に

わたって守り引き継いでいくことを決意した｢富士山憲章｣の理念を広めるため、毎年富士山にあてた年賀状

を募集しています。13回目となる今回は、42都道府県から、911点の力作をお寄せいただきました。 

 厳正な審査の結果、ご応募いただいた作品から最優秀賞１点、審査員特別賞2点、優秀賞15点を含めた入

選200点を決定いたしました。 

 入選作品は、下記の日程にて展示をいたします。ぜひご覧ください。 

 たくさんのご応募、誠にありがとうございました。 

審 査 員 

審査員長  櫻井  孝美 氏  （富士吉田市在住 安井賞受賞 画家） 

審査員   中島  博美 氏   （山梨県立美術館 主査・教育主事） 

審査員   五十嵐 哲也 氏  （山梨県富士工業技術センター 主任研究員） 

審査員   秋本  梨恵 氏  （山梨県富士工業技術センター 研究員） 

平成２８年 

２月１９日(金)～２月２８日(日)   山梨県庁防災新館 やまなしプラザ （甲府市） 

３月 １日(火)～３月１３日(日)   ラザウォーク甲斐双葉 （甲斐市） 

３月１５日(火)～３月３１日(木)   なかとみ和紙の里 （身延町） 

４月 ２日(土)～４月１４日(木)   道の駅なるさわ （鳴沢村） 

４月１６日(土)～４月２７日(水)   河口湖ショッピングセンターＢＥＬＬ （富士河口湖町） 

４月２９日(金)～５月１５日(日)   小池邦夫絵手紙美術館 （忍野村） 

５月１７日(火)～５月３１日(火)   山中湖 花の都公園 （山中湖村） 

６月 ２日(木)～６月１４日(火)   富士山レーダードーム館 （富士吉田市） 

６月１６日(木)～６月３０日(木)   三ツ峠グリーンセンター （西桂町） 

７月 ２日(土)～７月３１日(日)   山梨県立富士ビジターセンター (富士河口湖町) 
 

以下の日程で、富士山北麓地域等、計10箇所で入選作品

２００点を巡回展示します。 
※各展示会場の休業日、開催時間に関しては、各会場のホーム

ページを参考にしてください。 

入選作品展示場所および場所 

10 

イベント情報 



 

 

一. 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一. 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。  

一. 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。  

一. 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一. 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

 

平成10年11月18日 山梨県・静岡県             

 
富士山憲章は、富士山の自然環境の保全の理念や行動規範を示し、環境保全の

実践活動を呼びかけ、国民的な規模で、運動の展開を図っていくことを目的として

います。 

富士山憲章(行動規範) 
発行：富士山ボランティアセンター 

（山梨県観光資源課富士山分室） 
ＴＥＬ：０５５５－２０－９２２９ 

ＦＡＸ：０５５５－７２－４１１４ 

山梨県富士河口湖町船津剣丸尾６６６３－１ 

e-mail: fujisan@eps4.comlimk.ne.jp 
 

本誌のバックナンバーについては、下記よりダウンロードできます。 

http://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/newsletter/index.html 
 

富士山環境保全メルマガの配信を希望する方は 

「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなしメールマガジン」 

会員登録画面 

(http://www.yamanashi-kankou.jp/mailmagazine/regist.html) 

より会員登録してください。 

お
知
ら
せ 

〇
富
士
山
環
境
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
お

知
ら
せ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
く

の
人
が
富
士
山
と
ふ
れ
合
い
、
知
識
を
深
め
、

富
士
山
を
愛
す
る
心
や
環
境
保
全
の
意
識

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
富
士
山
学
習
の

支
援
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
交
通
費

や
謝
礼
等
は
一
切
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
企
業

に
お
け
る
各
種
研
修
に
是
非
御
活
用
く
だ
さ

い
。 

実
施
日
･･ 

原
則
と
し
て
平
日
の
毎
日 

（
年
末
年
始
を
の
ぞ
く
） 

実
施
時
間
･･ 

九
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分 

の
時
間
帯
の
う
ち
の
三
十
分
間
～ 

受
講
料
･･
無
料 

対
象
･･
地
域
住
民
・
各
種
団
体
・企
業
等
お

よ
び
児
童
・
生
徒
・
学
生
（教
員
向
け
研
修
も

あ
り
） 

定
員
･･
六
十
名
ま
で 

※
業
務
の
都
合
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
日
が

あ
り
ま
す
。 

※
実
施
時
間
・
定
員
に
関
し
て
は
規
定
外
で

も
応
相
談
し
ま
す
。 

申
込
･･
原
則
と
し
て
１
か
月
前
ま
で
に
申
込

み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ/

郵
送/

Ｅ-

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
に
て
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。 

詳
細
は
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
込
書

に
つ
い
て
は
下
記
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。 
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そ
の
他
･･
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
・下
見
等

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
込

み
・
打
ち
合
わ
せ
は
受
講
さ
れ
る
団
体
の

責
任
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

旅
行
業
者

等
に
よ
る
代
行
は
認
め
ま
せ
ん
。  

 

問
い
合
わ
せ
･･ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 

電
話 

〇
五
五
五-

二
〇-
九
二
二
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
五
五-

七
二-
四
一
一
四 

    

○
富
士
山
環
境
保
全
募
金
の
募
集
の
お
知

ら
せ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
富

士
山
の
環
境
を
保
全
し
て
い
く
た
め
に
、
皆

様
か
ら
の
募
金
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
富

士
山
環
境
保
全
の
費
用
と
し
て
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

寄
付
金
を
入
れ
る
募
金
箱
は
、
次
の
場
所
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

募
金
箱
設
置
場
所
･･ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 
 

河
口
湖
観
光
案
内
所 

 
 
 
 

 
 
 
 

山
梨
県
立
富
士
山
科
学
研
究
所 

 
 

道
の
駅
「な
る
さ
わ
」 

 
 
 
 

 
 

道
の
駅
「し
も
べ
」  

 
 
 
 

 

ふ
じ
や
ま
ビ
ー
ル  

 
 

 
 
 
 

 

道
の
駅
「ふ
じ
よ
し
だ
」 

 
 

 
 
 

山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館  

 

山
中
湖
平
野
温
泉
石
割
の
湯 

 
 

山
中
湖
村
役
場 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
中
湖
温
泉 

紅
富
士
の
湯 

 
 

山
中
湖
観
光
案
内
所 

 
 

 
 
 
 

山
中
湖 

花
の
都
公
園 

 
 

 
 
 
 

※
一
万
円
以
上
の
金
額
を
提
供
い
た
だ
い
た
方

（団
体
）に
は
、
感
謝
状
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
直
接
富
士
山
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
･･ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 

電
話 

〇
五
五
五-
二
〇-

九
二
二
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
五
五-
七
二-

四
一
一
四 

   -  


